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塗装は下処理、養生、塗装の工程で行いますが、道具はそれぞれの工程に
適したものを選び上手に使いこなし、ペイントを楽しみましょう。塗 装 道 具
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用　語　集

弱溶剤、強溶剤

合成樹脂などに対する溶解力の「高い・低い」により、溶解力の高い芳香族炭化水素系溶剤（キシレン、ト
ルエンなど）などを強溶剤と呼び、溶解力が低く比較的低臭であるミネラルスピリット（ターペンとも呼ば
れる）などは強溶剤と区別して弱溶剤と呼ばれるようになっている。また、弱溶剤は、強溶剤より光化学反応
性の低い有機溶剤といわれている。

リシン
外観は砂壁状仕上げで、水性でつやがないものが多い。内外装のどちらにも使われ、水蒸気透過性が高いの
で膨れなどが起きにくく、コストも安いため、軒裏で使用される場合が多い。つやがないので光沢低下はな
いが、外装に濃色のものを使用した場合は色落ちが比較的はやく生じる。

単層弾性
建物の外壁に、特殊ローラーや吹付け機で塗ることにより、さざなみ状模様や凹凸状模様に仕上る主材と上塗
材を兼用した塗材をいう。軟質タイプで、下地に発生する比較的小さなひび割れに対する被覆能力がある。

さび止め塗料
金属系素地に対してさびを防ぐ目的で塗装する塗料をいう。従来は、さびを防ぐために、鉛系、クロム系な
どの重金属系顔料がさび止め顔料として用いられてきたが、最近では鉛系やクロム系のさび止めの顔料を用
いない鉛・クロムフリーさび止めペイントが主流になってきている。

アクリル樹脂系塗料
アクリル樹脂系塗料は、設計により軟質のものから硬質のものまで調節することができ、又、１液形で使いや
すくコストパフォーマンスにも優れていることから、最も広範囲に使用されている塗料である。耐水性、耐候
性も良好であり、水系と溶剤系の両タイプがあることから内外装を問わず色々な部分で使用されている。

ポリウレタン
樹脂系塗料

樹脂中にウレタン結合を持った塗料の総称で、付着性、耐水性、耐薬品性、耐候性に優れている。通常、常
温乾燥形のポリウレタン樹脂系塗料は２液形であるが、空気中の湿気で硬化する１液形もある。又、アクリ
ル樹脂系塗料と同じく水系と溶剤系がある。耐久性に優れることから、建築の外壁や鉄部などの新設から塗
替えまで幅広く使用されている。

シリコン樹脂系塗料
樹脂中にシロキサン結合（ガラス質の硬い結合）を持った塗料で、建築塗装では一般にアクリルで変性された
タイプが使用されている。防汚性、付着性、耐水性、耐薬品性、耐候性などが優れることから、建築物の高級
仕様として使用されている。光沢の保持性に優れていて、ポリウレタン樹脂系塗料以上の性能が期待できる。

ふっ素樹脂系塗料
ふっ素樹脂系塗料は樹脂中のふっ素原子の強い結合力により、耐水性、耐薬品性、耐候性などに優れた塗料で
ある。価格は他の塗料に比べると高価だが、耐候性が非常に優れていることから、塗替えの難しい高層ビルや
橋梁などにも多く使用されている。これまで溶剤系が主に使用されてきたが、水系も使用されつつある。

油性系塗料

油性系塗料は、油脂を主原料とした塗料の総称で古い歴史を持つ塗料である。現在一般に使用されている塗
料は合成樹脂を用いたもので、油脂量の多少により合成樹脂調合ペイントやフタル酸樹脂ペイントと呼ばれ
ている。乾燥が遅く、耐候性、耐水性が劣るが比較的安価で、屋内の木部や屋内外階段手摺、鉄扉、窓枠な
どによく塗装される。

遮熱塗料

建物の屋根や外壁に太陽光があたると、その熱によって建物内部の温度の上昇がみられる（主に近赤外線の
効果による）。特に夏場には、屋内の温度上昇を抑えるために、クーラーの電力消費量が増大し、ひいては
地球温暖化へ影響を与えてしまう。これを改善する方策の一つとして、塗料中の特殊顔料効果により、太陽
光を効率よく反射し、建物内部の温度上昇を抑える機能を持った塗料を遮熱塗料という。

シーラー

モルタルやコンクリートなどの無機建材用（素地）として用いられる下塗材をシーラーと称している。シー
ラーは、素地に対する付着性やその上に塗る中塗材との付着性をよくする働きを持っている。又塗替えの場
合は、既存塗膜との付着性を高める効果も有している。シーラーとしては、水系と溶剤系塗料があり、新設
や塗替えの違い、あるいは下地の状況によってその使い分けをしている。

微弾性フィラー

このフィラーは、主に塗替え用のフィラー（シーラーにより厚膜に塗る塗料）として隙間、穴や小さなク
ラックなどを埋める（充填材、目止め材）目的で用いられる材料である。新設の場合は、下塗材として一般
的にシーラーが用いられるが、塗替えの場合は、既存塗膜の表面にクラックがみられることが多く、このよ
うなクラックを埋める効果と既存塗膜と中塗材への付着性においても優れた機能を有している。

可とう形改修塗材
主に塗替え用に使用される塗料で、主材（微弾性フィラー）と上塗材（水性つや有り塗料など）から成って
おり、JIS A 6909 建築用仕上塗材の規格品の一つである。主材、上塗材とも水系が主流である。

変性エポキシ
樹脂系塗料

金属面に付着性のよい下塗塗料として使用されている。近年、弱溶剤系のタイプも市販されており、上塗塗
料の選択性が少なく各種上塗塗料を塗装することができる。


